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■ 要  旨 ■ 

 本研究では、混合型有限要素法を対象として、Convolutional PMLの適用性を示す。流体など比較的非圧

縮性に近い物質の場合、変位法による離散化ではロッキングなど精度的に好ましくない現象が発生する可

能性があり、その対策の一つとして、応力も未知数に加える混合型の定式化があり、この要素にConvolutional 

PMLが適用できれば、有用性がさらに向上するものと考えられる。また、構造物－流体の相互作用系、お

よび構造物－地盤－流体の相互作用系モデルにおいて、流体の混合要素にConvolutional PMLを対応させる

ことで、その効果について検証した。 

本検討より、流体要素にConvolutional PMLを適用可能であり、精度の良い結果となることを示した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１  Convolutional PML と理論解の比較結果 

図－３ ダム頂最大変位時の変形図 

図－２　ダムモデル 
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(a) 貯水長さ 100mのケース (b) 貯水長さ 300mのケース 




